
「第４回 奥沢水源地 保存・活用検討委員会」 意見交換内容 

 

 

●「奥沢水源地 保存・活用基本構想（案）」の内容について 

 

・ダムの堤体をＶ字状に掘削し、水路を設置したことで、大雨等に対する下流域の安全が確保され

たことを明記した方がよい。 

・大規模なダムをつくり貯水式で計画的に給水したのは、道内では小樽が最初だということを記述

した方がよい。 

・奥沢水源地へ導入する「学習」機能について、基本方針の内容に合わせて、「自然環境との共生」

という表現を使った方がよい。 

・P２８で紹介されている検討委員会での主な意見は、読みやすくなるよう、分類して整理した方が

よい。 

 

 

●奥沢水源地の活用等について 

 

・奥沢水源地における今後の計画や整備については、水道局が関係部局と調整して、今回の基本

構想をうまく引き継いでほしい。 

・奥沢水源地の維持管理については、例えば、汚れていれば人の足も遠のくので、短期、中期で

予算を確保して運営してほしい。 

・奥沢水源地は、炊事遠足などを行った市民の想い出の場所であるので、管理は難しいと思うが、

火を使った炊事等ができる場所があればよい。 

・現地の案内について、例えば資材庫を使用できるのであれば、壁面にパネルなどを展示する方

法もある。 

・水道水ができる仕組みがわかるような模型や現地案内板があるとよい。 

 


